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寄りかかって生きる 

社会福祉法人 長岡メンタルヘルス協会 

 －私たちの歩みと希望－ 

2014/10/4 50

2014/10/4 4  

長岡メンタルヘルス協会は活動を始めて 10年を迎え、

今年 4 月、社会福祉法人となりました。グループホー

ムと作業所を運営しています。 

私たちが何を考え、どう歩いてきたかをお話いたし

ます。 
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2014/10/4 5こんな石の家で死にたくない
 

 

これは少し前の精神科病院です。 

鍵や格子があるところ、 

町はずれにある怖いところ、 

自分には関係のないところ・・・ 

患者さんたちはこんなところでなく、町の中で 

普通に暮らしたいと思っていました。 

本当はこころやさしい人たちでした。 
   

暮らすこと 
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アメリカの巨大精神科病院

セントエリザベス病院

（アメリカ・ワシントンD.C）

1855設立 7,000床

ナパ州立病院（カリ
フォルニア州）
1872年設立 5,000床

 

 

欧米でも同様でした。精神に障害を持つ人は、長い間、

病院で、収容されていました。特にアメリカでは 5,000床を

超える巨大な病院で、生涯過ごす方も多かったのです。 

人間として普通に生きる権利が奪われていました。 
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障害者と社会的排除

         

愛知県立コロニー 
 

精神障害を持つ人たちだけではありません。 

知的障害を持つ人たちも、ハンセン病の人たちも 

働けないもの、有害なものとして、同じように社会から排

除されていました。 

   つい最近まで・・・ 

   そして今でも、閉じ込めておくべきだ 

その方が、本人たちも幸せだ、と思う人も多いので 

す。 
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精神病院をなくしたイタリア

フランコ・バザーリアかつてのイタリアの精神病院

 

信じられないかもしれませんがイタリアでは 1978

年に精神病院を廃止しました。 

精神科医フランコ・バザーリアらの運動によって、

法律で決めたのです。 

これによって患者さん達は、町に出て、グループホ

ームや自宅、通院などによってケアを受けることにな

りました。 またアメリカなど他の欧米諸国も同様に、

精神病院や施設は大幅に縮小されています。 

 入院から地域へと、ノーマライゼーションへの道を 

歩んでいます。 
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各国精神病床数（対人口比）

日本

 今や、日本には 30 万床も精神病床があります。

人口比では欧米諸国の 3～10 倍にもなり、世界で

最も多い国です。1年以上の方が 20万人もいます。

そしてほとんど減らないのです。 

日本だけが特別に精神障害の人が多いのでしょ

うか。そんなことはありません。 

  とすれば、日本の国の制度や、取り組み、そして

市民の意識、考え方の問題なのかもしれません。 
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今から 60 年以上も前、デンマークのミケルセンという人

がいったことばです。障害者を訓練し、ノーマルにし、就労

や自立をめざすことではではありません。あたりまえの社

会をめざそうと思ったのです。障害や、病気の人も、介護

の必要な高齢者も、働けない人も、障害のない人も一緒に

暮らす社会をいいます。 

役人として知的障害者の施設を担当し、施設を訪ねたと

き、若いころ入れられたナチスの収容所のようだと感じ、障

害者の家族とともに立ち上がったのです。 

入院や施設で暮らすことはあたりまえの生活とはいえま

せん。町のなかで他の人と交わり、楽しみや希望を持って

生きること、また個人の努力や、家族まかせにせず、地域

や社会で助け合って生きていくことです。 

 欠点や問題を探すのではなく、それらは暮らすことの支

障や生きる苦労と考え、周りから支えていくということです。

これは人類の長い歴史の中で作られてきた価値観であり、

譲ることのできないものです。 

ノーマライゼーション 
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星野富弘(ほしのとみひろ) 

 

  

 

星野富弘という詩人を知っていますか。教師として働き

始め、体育の授業中におこった障害は治ることはありませ

んでした。絶望し、死を考えたこともあったそうです。今も

歩くこともできず、介助を受けています。 

周りの人たちの支えや、信仰により、変えられないもの

は受け入れ、変えられるものを変えてきました。自尊心や

自分の人生を取り戻し、希望を持って生きています。そし

て、同じ苦労を生きる人たちの導きとなっています。 
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社会復帰のこころみ 

2017/5/26 27

 

全国の先進的精神科病院では欧米の風を受け、1970

年ころから、開放化と社会復帰が進められました。閉鎖的

な処遇を止め、自由で開放的な治療へ、また退院の支援

ではアパート退院や共同住居活動、社会復帰施設などが

試みられました。 

そのなかで、再発予防など疾病支援とともに、疾病から

おこる障害や長期入院による生活上の支障などの生活障

害への支援の必要性が提起されました。 

地域での福祉的支援もない時代でしたが、患者さんも

援助者も真剣に歩もうとしていました。 
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悠久荘（現精神医療センター）の社会復帰活動 

悠久荘ではすでに 1975年ころから社会復帰活動や、退

院患者さんのアフターケア活動や訪問活動がはじめられ

た。当時外勤（院内から外部の一般企業に働きに行く活動）

が盛んにおこなわれ多い時は 50名もの患者さんが参加し

その後、単身で多数の者が就職・退院していきました。 

 外勤先の工場や退院後の単身生活者のアパートなど病

院職員が訪問しました。当時単身復帰者は 60名を超えお

り、その支援の中から、病院から社会復帰活動の必要性

や、共同住居などの多様な支援の必要性を感じてきまし

た。 

2014/10/4 1
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病院共同住居 男子           共同住居 女子 

1985 年ころ、空いていた医師公舎を利用して共同住居

活動が開始され、アフターケア活動が組織化されました。 
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2014/10/9 33

 

また同じころ、食事つきのアパートに共同で住むこ  

とを試みました。学生寮として作られたもので、古くなり

利用者があまりいなくなっていたのです。

2014/10/4 35

 

パンションでのミーティング 

仲間で暮らす パンション活動 
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上除寮の開設 ＮＰＯ法人長岡メンタルヘルス協会の発足 

 

 

2003年9月、病院で働く職員、家族、市民などでグル

ープホーム上除寮を開設しました。日頃の活動から医

療だけでは支えられないと思ったのです。 

病院や、孤独で貧しい暮らしではなく、病気や障害が

あっても普通の暮らしを提供したいという思いでした。 

    翌年 4 月、NPO 法人として認可されました。その秋、

あの中越地震がおそいかかりました。パンションは全機

能が破壊され、もはや住むことができなくなりました。 
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2014/10/9 1

 

2014/10/9 1

  

フォ トアルバム

作 成 者:   

 

中越地震を生きる 

逃げることすら 

できなかった 

寒い、狭い  

仮設でふた冬

過ごした 

相部屋の日々 空きビルはあったが 

お金が足りなかった 
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2014/10/9 28

 

 

中越地震とグループホーム虹

２００４.１０ 地震発生

避難所での生活 訪問支援の開始

０４．１２ 仮設住宅へ集団入居

メンタルヘルス協会で支援を開始

グループホーム虹の開設

０５．７～ 虹の再建をめざし住居を探
す 空きビル、古家、アパートなど約
１０カ所を検討、住民の反対もあった

０６．１２ 虹再建、竣工式2014/10/15 39

 

仮設前のメン

バーたち 

病院ワーカー

たち 
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2006年 12月 25日、ようやく脇野町に虹を建築、クリス

マスにみんなで引っ越した。千歳仮設最後の住人でした。 

2014/10/3 1

 

 

 

虹の再建 

新築された虹と

メンバーたち 
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2014/10/9 51

グループホームの役割

衣食住の保障

安心

よりよい生活 生活を楽しむ

仲間との交流 お互いを尊重する

長期入院でも暮らせる場所

家族も安心

病状悪化への対処

 

 

 

     佐渡旅行 
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コスモスのあゆみ

全家連結成
（1965年）
わかち合い、
学び、運動
偏見の打破を
めざす

 「一人ぼっちよ、さようなら」これは 1970年ころから始

まった全国の家族会などの作業所づくり運動のスローガン

でした。精神障害者や知的障害者の家族の声は次のような

ものでした。「退院しても行くところがない」「友達が欲し

い」「就職したい」「居場所が欲しい!」 

これは障害をもつ人たちにとっても長年の念願でした。家

でひっそりと過ごし、友達もいないことが普通だったのです。 

就労支援制度からは精神障害者は全く除外されていました。 

初期の作業所 

 多くは個人の家で始められた 
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2014/10/15 65

 

 新潟県内でも 1975年ころから作業所づくりは広がってい

きました。場所を何回も移転しながら、ようやく市町村か

ら運営費を出してもらい、その後、県や国の制度になって

いきました。 

この写真は新潟県内のある作業所です。やっと市から 200

万円の補助金を出してもらい、空いていた市営住宅を改修

したのです。精神障害者通所授産施設として法で制度化さ

れたのは 1987年でした。ただし、小さな作業所はこの授産

施設には認可されずに残りました。また、障害の種別ごと

に制度が異なり、建設費や運営費の補助も違っており、精

神障害者への福祉制度が一番遅れていました。 

小さな作業所 

2005年ころ 
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 1986(昭和６１)年、三島郡の五町村の家族会が力を合わせ

て、作業所オアシスさんごを作りました。何度かの移転を経

て、2001年、ようやく現在の建物ができました。その際、知

的障害の人たちのあやめ作業所と一緒に活動することになり

ました。 

2007年 4月、制度改正でそれまで知的、精神障害も統一さ

れ、地域活動支援センターコスモスとなりました。2010年秋

からメンタルヘルス協会が活動を引継いています。

創造工房 コスモス 
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組み立て作業 

ポップコーン販売 
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ボーリング大会 

昼食 



23 

 

  

 

 

紙芝居公演 

ふれあいときめき祭 
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メンタルヘルス協会は 

あたり前で豊かな暮らしを、地域と共に生きる、仲間と共

に生きることを大切にします。 

かつて、ある方は退院後の生活を、荒波に浮かべられた木

の葉の舟のようだと語っていました。また最近の家族会の全

国調査でも家族の苦しみは依然として深刻であることが報告 

されています。 

制度が変わり、多く施設ができ、様々な援助が提供されて

いますが、本当に本人や家族にとって役に立つ支援は届いて

いるでしょうか。私たちはその実現に向け歩みつづけたいと

思っています。 

  

めんたる祭 

  2013年 


